
池がきれいなブルーになりコースの景観が良くなります。ワーラーブルーLに含まれる2種類の色素で、水生植物
(アオコなど)の光合成に必要な光(430nm、630nm)を遮り、増殖を抑えます。増殖が始まる前からの使用が効果的で
す。安全性の高い食用色素を使用しているため、着色した池の水を芝生への散水や薬剤散布にも利用できます。

使用量： 500ml/ 水500トン

池の水をきれいなブルーに
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カラーメイトNEOは、季節感を重視した自然な色調に仕上がる着色剤です。耐光性の高い顔料の粒子が鮮やかな
緑色を演出し、耐水性の高い樹脂が色落ちを軽減します。色調の好みや目的によりМ(明るい緑)とＤ(暗い緑)の2
色から選ぶことが出来ます。地温・葉温を上昇させることにより、春季の立ち上がりを促進します。芝の色を美し
く引き出すため、冬枯れする前の使用がおすすめです。

使用量：2ml/㎡ 希釈倍率：50～100倍   散布水量：100～200ml/㎡

自然な色調の着色剤

リーフシールドで茎葉部をコーティングすると、蒸散を抑制し、芝の乾燥を防ぐと共に葉面温度の低下を軽減出来
ます。着色剤と組み合わせると、葉面温度が上昇し霜が早く溶けます。

希釈倍率：200-400倍 散布水量：100～300ml/m2

芝生の耐乾性
耐寒性を高めましょう

近年は非常に乾燥した冬が続いています。冬の乾燥害は春や夏に比べて目立たないため軽視されがちですが、実
際はトップシーズンにドライスポットが発生する最大の原因になっています。また冬の乾燥により、春のコウライ
の立ち上がりが遅くなることも問題視されています。
グリーンシナジーは様々な資材と相性がよく、タンクミックスしやすい界面活性剤です。肥料、ミネラル、糖、

アミノ酸などと混用すれば、水と一緒に根圏の隅々まで行き渡ることで利用効率が上がり肥料ムラを防ぎます。経
済的な資材なので、散布の度にご使用頂けます。冬季にも定期的な予防散布による乾燥対策を行いましょう。
張芝した箇所の乾燥対策には、スポット処理しやすい粒剤タイプのハイドレーターＧがおすすめです。

使用量： １～2ml/㎡/月 散布水量：100ml～１ℓ/㎡ 使用方法：資材の散布時にタンクミックス

冬季の乾燥対策
液肥とのタンクミックスに グリーンシナジー

本剤は自然界に存在する微生物の中からサッチ成分に対して優れた分解能力があり、低温期でも活性の高い有用
菌を選抜した微生物資材です。低温期のサッチ分解能力が高く、春期の気温が上がる時期までにゆっくりとサッチ
を分解します。

使用量：グリーン.0.25～0.5g/㎡ 散布水量0.2～0.5ℓ/㎡

冬季のサッチの除去
土壌微生物の健全化 サッチ・マネージャーＷ

ウィンター

スポット処理に最適

乾燥が気になる箇所に手軽に処理できる、粒剤タイプの界面活性剤資材です。ドライスポットの予防と治療にご使
用ください。降雨前に散布し、後散水の手間を省く省力散布がおすすめです。1mm程度の粒剤なので散布しやすく
、5㎜程度の散水で溶けます。張芝した箇所の乾燥対策にも効果的です。花壇や鉢植えにもご使用頂けます。

グリーン・ティー 使用量：ドライスポットの治療 20g/㎡/週 予防10g/㎡/月
バンカー周り・クラブハウス周辺の芝地等 使用量：10g/㎡/月
花壇・鉢植え・プランター 使用量：約10Lのプランターに小さじ1/2/月

池の水質改善に

セラクリーンは、池に散布することで水中の悪臭原因物質を吸着し拡散を防ぎます。またカルシウム等のミネラ
ル分をゆっくりと放出して水質の悪化(酸性化)を防ぐことで、池の水質浄化に優れた効果を発揮します。即効性の
粉タイプと遅効性の顆粒タイプがあります。気温が低く微生物やアオコなどの活性が低い時期から、池の水質改善
を行いましょう。池の掃除後の使用も効果的です。

使用量： 5～10袋(100～200kg)/1,000㎡ 5～10袋(100～200kg)/ 水1,000トン

サッチ成分のセルロース・ヘミセルロースを分解する酵素を主成分とした、酵素タイプのサッチ分解剤です。
酵素そのものを散布するため即効性に優れており、サッチ分解量をコントロールすることが可能です。取扱いやす
い液剤でフィルターに詰まらず、農薬との混用や近接散布も可能です。土壌の透水性や通気性を改善しましょう。
土壌微生物のが活発な時期なので、微生物タイプのサッチ分解剤｢サッチ・マネージャー｣もおすすめです。

使用量：グリーン0.2ml/㎡ ラフ・FW ・Tee0.1-0.2ml/㎡ 散布水量0.2-0.5ℓ/㎡

サッチの除去
土壌環境の健全化

過湿状態の土壌中に発生しやすい硫化水素やメルカプタンなどは、イヤな臭いがするだけでなく根を痛めます。
光合成細菌を処理して有害物質を除去しましょう。光合成細菌は硫化水素などを分解するだけでなく、他の有用微
生物の餌となるアミノ酸やＡＴＰ、ＡＤＰ（高エネルギーリン酸化合物：補酵素）などを分泌し、有用な土壌微生
物の住みやすい環境を作ります。サッチ分解剤と組み合わせると、サッチを効率よく分解できます。

使用量：1～2ml 1ℓ/㎡散布 月1～2回

土壌中の有害物質除去

肥料では補えない栄養素を芝生に供給する『栄養補助剤』です。植物内の代謝を活性化させ、芝生の健康維持や
ストレス回復などの効果が期待できます。土壌中の肥料分を効率的に吸収させ、春の立ち上がりを促進します。
代謝促進により色出し効果がアップします。

ベントグリーン 使用量：0.1～0.3g/㎡   100～500ml/㎡散布
コウライグリーン 使用量0.3～0.5g/㎡ 100～500ml/㎡散布

栄養補助剤で
植物内の代謝を活性化

根の生育しやすい
土壌環境を整えましょう

近年は梅雨明け後も台風やゲリラ豪雨などの短時間での大量降雨が増えています。レボは排水性が高く表層土壌
の水分値を低めに保つため、過湿状態になりがちな降雨後にも気相をしっかりと保ちます。定期散布を行い根の生
育しやすい土壌環境を整えましょう。
スポット処理や張芝した箇所には手播きしやすい粒剤タイプのハイドレーターＧがおすすめです。

使用量：2ml/㎡/月 散布水量：200ml～500ml/㎡ 散布回数：1ヶ月に1回～2回

強光ストレス予防

梅雨が明けると急激に日差しが強くなります。ベントグラスにとって強すぎる太陽光は強光ストレスを引き起こ
す原因となります（過剰に取り入れた光により活性酸素が発生し細胞が傷つけられる）。インターセプト処理で、
強すぎる光（ベントグラスが吸収する波長の可視光、紫外線）をカットし、強光ストレスを軽減しましょう。

使用量：1000-2500倍 散布水量：100-500㎖/m2 散布間隔：7-10日

ヒートファイターは、夏の厳しい暑さをベントグラスが生き延びる為のお勧め資材です。有効成分｢ゼルンボン｣
が細胞を刺激することで植物自体が持つ高温耐性が活性化、通常では弱体化・致死してしまう程の高温でも生き延
びられるようになります。梅雨明け前からの予防処理で、芝生の高温耐性を引き出しましょう。

使用量：0.5ml/㎡ 散布水量：100-500ml/㎡ 散布間隔：14日

高温ストレスから
ベントを守る

害虫の発生に
あわせて散布

７月８月は、スジキリヨトウ、シバツトガ、タマナヤガの重要な防除シーズンです。特に鱗翅目害虫は発生ピークが長く、数種類で混在
して芝生を食害するので、殺虫剤のローテーション散布が必要です。スティンガーフロアブルは耐雨性が高くグリーンで1ヵ月、ラフ
FWで2ヶ月以上の効果が期待できるので、ローテーション散布の基幹剤としてご使用いただけます。

使用量：ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 0.035㎖/㎡ ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 0.05㎖/㎡ 散布水量：50-500㎖/㎡ 使用時期：発生初期

ドライの治療剤
種子の発芽均一化にも

播種後の界面活性剤処理には、種子の発芽や生育初期にも安全性の高いアクアダクトが最適です。
芝生の種子は表面を覆う繊毛が撥水し水に浮きやすいため、降雨や散水の水で種子が寄ったり流亡してしまうこと
があります。播種後の界面活性剤の処理は種子の撥水を抑え吸水を促進することにより流亡を予防、発芽の均一化
や初期生育の促進に役立ちます。

オーバーシード・インターシード等の播種後に処理 使用量： 1.25～2.5㎖ 水量：100㎖～1ℓ

冬

プランツコートで茎葉部をコーティングすることで、冬の乾燥害や霜によるダメージを軽減することが出来ます。
着色剤と組み合わせると、葉面温度が上昇し霜が早く溶けます。

散布薬量：１ml/㎡ 散布水量：100～200ml/m2

芝生の耐乾性
耐寒性を高めましょう プランツコート

新発売
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サッチ成分のセルロース・ヘミセルロースを分解する酵素を主成分とした、酵素タイプのサッチ分解剤です。酵
素そのものを散布するため即効性に優れており、サッチ分解量をコントロールすることが可能です。
液剤であるため取扱いやすく、フィルターに詰まりません。農薬との混用や近接散布も可能です。土壌の透水性を
改善しましょう。
 土壌微生物が活発な時期になるので、微生物タイプのサッチ分解剤｢サッチ・マネージャー｣もおすすめです。

使用量：グリーン0.2ml/㎡ ラフ・FW ・Tee0.1-0.2ml/㎡ 散布水量0.2-0.5ℓ/㎡

サッチの除去
土壌環境の健全化

高親水性のバイタルドロップは、散布時に葉の表面や表層の撥水性土壌に付着する量が少なく、深い層まで素早
く届いて処理層を形成します。散布液が高濃度になる少水量散布でも高い効果が得られます。ドライスポットの予
防と治療、どちらの目的でも使用できる利便性の高い土壌用界面活性剤です。
土壌水分を低めに保ちたい場合はレボ、スポット処理には手撒きしやすい粒剤タイプのハイドレーターＧがおす

すめです。
ドライスポットの予防 使用量：1ml/㎡/月 散布水量100ml/㎡以上

ドライスポットの治療 使用量2ml/㎡ 散布水量100ml/㎡以上

高親水性土壌用界面活性剤

グリンオキシラン水和剤
グリンオキシランは有機銅とキャプタンが有効成分の防除剤です。着色剤入りで希釈液が緑色なので、散布した

後の葉が黄色くならず、美観を損ないません。幅広い病害に効果があり、更新作業時の保護殺菌にお勧めです。
使用量：ベントグラス 希釈倍率300-500倍 1-2ℓ散布/㎡ 日本芝 希釈倍率500倍 1-2ℓ散布/㎡

病害予防に

梅雨時期は過湿による酸欠と日照不足が重なり、芝生がエネルギー不足になりやすい時期です。貯蔵養分を使い込む
前に、糖・アミノ酸・ミネラルたっぷりのグリーンメカで足りないエネルギーを補給しましょう。

使用量：2～10ml/㎡ 散布水量：1ℓ/㎡

光合成だけでは足りない
養分の補給に

バイタルドロップ
高親水性のバイタルドロップは、散布時に葉の表面や表層の撥水性土壌に付着する量が少なく、深い層まで素早

く届いて処理層を形成します。散布液が高濃度になる少水量散布でも高い効果が得られます。真夏にも安心して使
用できる安全性の高い製品です。ドライスポットの予防と治療、どちらの目的でもご使用いただけます。

ドライスポットの予防 使用量：1ml/㎡/月 散布水量100ml/㎡以上
ドライスポットの治療 使用量2ml/㎡ 散布水量100ml/㎡以上

高親水性土壌用界面活性剤

土壌が乾燥しやすい季節です。土壌の乾燥が長期間続くと撥水物質が増え、ドライ症状が発生してしまいます。
冬場は代謝や生理反応が低下しているので、ダメージが見えにくく見逃されがちです。
春になってダメージが目立つようになってから対処しても回復は困難ですので、冬場も水管理に気を配り続
けましょう。



芝生管理のマメ知識 第193号

＜秋・冬＞来春に向けた冬の水分管理
今回は、冬の管理が来春へ影響する可能性がある、水分管理についてです。
春の芝生生長期までに土壌を整え、春の良好な立ち上がりを目指しましょう。
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2020年3月自社圃場

* *

* *

*
*マークは、冬季に浸透剤を処理した区画

冬期も浸透剤を処理していた区は春先の生育が良くなっていました。
冬場にも浸透剤を処理することで、ベントグラスの立上がりが早くなることが分かります！

2020年12月～2021年1月の降水量を平年と比較し、
色分けした図です。降水量は日本海側は大雪に見舞
われたため、平年よりも多くなっていました。一方で
太平洋側は降水量が少なく、特に関東では平年の
20％程度しかありませんでした。

気象庁データより

冬季の土壌撥水性

冬の少雨で乾燥したまま春を迎えてしまうと...

深さ 0 1 2 3 4 5 cm

水を滴下

冬のベントグラスグリーンの土壌を抜き取り、2週間乾燥後、
深さごとの水滴の浸み込み時間（WDPT）を調べました
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2021年静岡県内ゴルフ場

土壌撥水性の推移（深さ3 cmでの測定）
気温の高い3月～10月頃は撥水性が高く、気温の低い11月
～2月では撥水性は大きく低下していることが分かります
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今回の結果を見ると冬の土壌撥水性は低く、冬の水分管理は重要でないように思えますが...

ベントグラス圃場の一部に対し、
冬季に浸透剤を処理しました。

冬に土壌撥水性が低くても、春には再び撥水性が増していきます。春の立ち上がり時期に土壌撥水性が高いと、
散水や施肥のムラが生じてしまい、生育が不揃いのままシーズンに突入してしまいます。
春の立ち上がり時期までに浸透剤を処理して土壌水分を安定させましょう！

水滴の浸み込みが遅いということは、
土壌撥水性が高いということになります。
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